
令和３年度 第３回 高知県公立大学法人経営審議会議事録 
 
１ 日 時：令和 4 年 1月 24 日（月）14：00～14：40 
 
２ 場 所：高知県公立大学法人 永国寺キャンパス教育研究棟３階 役員会議室 
 
３ 会場出席者：中澤 卓史、磯部 雅彦、野嶋 佐由美、青木 章泰、五百藏 高浩、蝶野 成臣、 
   谷脇 明、上田 達哉、国則 勝英、伊藤 博明、十河 清、弥勒 美彦 
  WEB 出席者：尾池 和夫、春日 文子、法光院 晶一 
     監事：浜田 正博、松本 幸大 
       欠席者：岡村 昭一、佐竹 慶生 
 
４ 議事録署名人の選出 
  規程により理事長が議長を務め、議案について審議を行った。 
  本経営審議会の議事録署名人として、伊藤委員と十河委員を指名した。 
 
５ 議 事 

１号議案  高知県公立大学法人職員の懲戒等に関する規程の改正について 
事務局からの説明ののち、議案について審議を行い、原案どおり承認された。 

 
6 報 告 

1 号報告  高知工科大学組織規程の改正について 
 
２号報告  高知工科大学ハラスメント防止・対策委員会規程の改正について 
 
３号報告  高知工科大学研究費管理規程の改正について 
・ 委員より、職員等と教職員等の表記の違いについて質問があり、次のとおり回答があった。 
・ 高知工科大学より、表記に違いはあるが、いずれの場合も教員も職員も含んでおり、同じ意味で

異なる言葉が用いられている部分は、今後見直しを検討したいと回答があった。 
・ 委員より、ハラスメント防止と研究費管理について、定期的な研修の受講状況と、そのフィード

バックの対応について質問があり、全学を挙げて全員が受講できるような体制を作り、実行でき
るようにとの要望があった。 

・ 高知工科大学より、ハラスメント研修は、毎年教職員懇談会実施後に開催しており、多くの教職
員が受講している。研究費管理の研修は、eラーニングで実施し、全員が受講するようにフォロ
ーしており、質問に対するフィードバックは、その都度窓口対応を行っているとの回答があっ
た。 

・ 高知県立大学より、県立大学ではハラスメント規程は改正中である。ハラスメント研修は、全教
職員研修とそれぞれの学部別に行なっている。研究費の管理は、教育研究戦略課で不正防止に努
めているとの回答があった。 

・ 委員より、「最高管理責任者、統括管理責任者及びコンプライアンス推進責任者（以下「責任者」
という。）」について、「責任者」はコンプライアンス責任者のことなのか、それとも最高管理責



任者、統括管理責任者、コンプライアンス推進責任者をまとめて責任者と呼んでいるのかとの質
問があった。 

・ 委員より、第６条第５項の「最高管理責任者は、研究費に関する不正が発生した場合は、不正を
行った者又はその管理監督に適正を欠いた責任者に対し懲戒処分や法的な手続きの検討も含め、
厳正に対処するものとする。」の責任者の定義について質問があった。 

・ 高知工科大学より、以下「責任者」は、３責任者の全てのことを意味しており、第６条第５項の
責任者も、最高管理責任者、統括管理責任者及びコンプライアンス推進責任者を指すとの回答が
あった。 

・ 委員より、現在の表記では責任者が一般用語なのか略称なのか分かりにくいとの意見があった。 
 

４号報告  高知県立大学及び高知工科大学における活動報告について 
 新型コロナウイルス感染症拡大により、できるだけ会議時間を短くするために、資料参照とな

り、説明は省略された。 
 
7 その他 報告事項 
  高知工科大学より、懲戒処分について次のとおり報告があった。 

昨年 12 月 6 日付で教員 2名を懲戒処分とし、翌 12 月 7日付で公表を行った。 
学長は、自らの報酬を自主返納（報酬の１０分の１を１ケ月）した。本学における成績評価
の厳格化の方針を全学的に徹底し、成績評価の期限・手続きの厳守や学生の履修状況に応じ
た適切な指導を徹底するなど、再発防止に努める。今後、常に大学の規律を正し、「人が育つ
大学」を目指す本学の教育システムを、入学から卒業まで一貫したより良いものにするため
の努力を続け、教育センターにおいて再発防止策の検討を行い作成を進めている。 
 

 
  コロナウイルス感染状況と対策について以下のとおり報告があった。 

・ 高知県立大学より、陽性者数は学生が累積 15 名、授業形式は定員の 75%を超えない範囲で対
面授業を実施、課外活動はオンラインのみに限定し、状況に応じて柔軟に対応している。 

・ 高知工科大学より、陽性者数は累積 22 名となり、体調不良の場合は大学活動に参加しないよ
うに徹底している。大学として感染拡大地域と指定した都道府県からの移動後は、7 日間の登
校禁止を要請し、登校禁止の学生に対してはオンライン授業や課題の提出で対応している。
また、学内で感染者が出た場合でも、濃厚接触者が出ないように学内での二次感染、三次感
染の防止対策を行い、今年度は基本的に対面授業を実施している。 

 
 
 
 
 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
以上により、本日の議事を終了した。 
 
うえのとおり、確認をする。 
 
 

令和   年   月   日 
 
 
 

 
   議     長                    ㊞ 
 

 
 
 
 

   議事録署名人                    ㊞ 
 
 
 
 
 

   議事録署名人                     ㊞ 


